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図5 歯列弓幅径の差の分布図

綴物ができ，違和感や頭部に与える影響も少ない．

視床温については吊性系と置性系で， 体液が循

環するため温度差が出るのではないかと想定し計

測した． 練習時は， 歯列弓幅径を考えず吊性系か

ら置性系の順に計測したため， ほとんどの者がわ

ずかではあるが， 湿度が低下する傾向が認められ

た． しかし， 実際のデータでは， 歯列弓計測後に

置性系から吊性系の順に測定したため同様な結果

が現れなかった．

結 論

歯科治療はどうしても局所でものをみる事が多

くなってしまい， 足の裏が口腔に及ぽす影響など

考えもしない事であろう． 歯一 本であっても体の

一部であり， 全身の影響は必ず受ける． 人類が現

在の体になったのは， それなりの時間的経過のも

と変化適応してきたものである6
~8). また，人が生

まれてから二足歩行するまでの過程は， 四足動物

から人間に成るまでの進化過程をたどり， すべて

の器官は重力下で二足歩行するため適応してき

た．

地球上に存在するものすべては， 必ず重力の影

響を受けているが， 近年の歯科診療は患者が仰臥

位で， 術者が座位で診療することがほとんどであ

る． 仰臥位で受けるのと， 立位で受けるのとは，

受け方が全く異なるため， 仰臥位で足置き台を装

着した置性系と立ち上がった時の置性系とでは頭

部の膨張の度合いが多少異なるが， 足置き台のな

い歯科診療台で治療を受けることは， 患者にとっ

て非生理な治療を受けているといっても過言では

ないと考える． このような報告をすると， 今まで

治療してきて， 何も影響が出ていないではないか

と， 反論があると思われるが， 生態のどこかで必

ず影響が出ているのは事実である． 構造医学研究

所では， 下顎頭と頸椎の関係も解明しており， 現

在流通する歯科診療台の安頭台形態にも疑問があ

る． よって， 今後の足置き台を含めた歯科診療台

の改善を希望する．

現在の診療台で置性系治療をするためには， 足

底部に箱等を固定させ足を乗せるだけで置性系に

なる． この論文を読み， 共感いただけたならば，

置性系の診療を試すことを望むとともに， われわ

れのいいたいことが必ず実感できると確信する．

視床温については， 全身の循環に関係があると

考えられるが， 著者の現況では正確なデータの取

得が困難であるため， 今後の関連データを含む基

礎追加を望む．
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Enlargement of Inter Premolar Mesial Pit When the Sole of 

the Patient's Plantares Pedis is Grounded 
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Abstract : Humans who lives on the earth and constantly on their feet exempt (plantares pedis) when 
asleep or relax. However, dental chairs now days do not have a place to support the sole of the feet 

(plantares pedis). That is why patients are relax while being examine. Every time we compare the difference 
we have observed that there is swelling in the interpremolar mesial pit when the sole of the feet (plantares 
pedis) has support rather than when its not grounded. 
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